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コロナに負けない!

（上写真） 閉店後の茶話会で盛り上がる「ふれあい市」のみなさん

里町には３０年以上続く「ふれあい市」がありま
す。高齢者だけで営む朝市です。

コロナ感染の拡大やメンバーの高齢化もあり、ここ

数年、お店は閉店になっていましたが、今年再開され

ました！

「コロナで長く休んでいたけど、やっぱりこの市が

無いとみんなの顔も見れない」

「こうして顔を見て話すだけでも、市を再開して良

かった～」など、店じまい後の『お茶会』は盛り上がっ

ていました。

コロナ禍で途絶えかけていた地域の「集いの場」が

復活したことで、仲間との「つながり」を再確認し、さ

らには互いの「見守り」や「いきがい」作りにもつなが

ります。

復活した「ふれあい市」。今後の活動がどのように

広がるのか楽しみです。

上甑󠄀町でかっころばん体操（ころばん体操）をしている最高齢チーム「遊友
体操教室」は、メンバー全員が８０歳代。男性１名・女性７名の８名でがんばって

います。

唯一の男性はもうすぐ９０歳。世話役の「トシミさん」８４歳です。

グループに“事件”があったのは今年４月。トシミさんが腰の手術で入院され

ることになったのです。

これまでトシミさんに頼り切りだったメンバーは、入院の報せに途方にくれ、

「体操止めようか？」との話も出るように。

それでも「トシミさんが戻ってくるまで、みんなで教室続けよう！」と決意。会

場の鍵開けやDVD機器の操作、報告書の記入などを全員で協力し、退院まで

の約２か月間を無事、乗り切りました。

トシミさんも教室の仲間との再会を楽しみに、リハビリをがんばりました。

現在も全員で教室を運営されています。一人ひとりが役割を持ち、お互いに

支え合う「集いの場」にもなっています。

地域
でのお困りごとは

休止の危機を乗り越え、誰一人取り残さ
ず全員で取り組む「かっころばん体操」
遊友体操教室
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（左写真） 教室立ち上げ直後の
写真。先生のビデオ映像を映し、
体操を覚えました。

（右写真）「はんとけん体操
フォーラム」にオンラインで参加
する教室の皆さん。
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